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１　ヴォルフガング・ケッペンの社会的意味
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ケッペンの作家としての出発はナチス政権の初期の1 9 3 4年，彼が2 8才の時であった。『不幸
な恋』（Eine unglu¨ck iche Liebe）というタイトルの最初の作品は，恋愛小説の形式をとっていた




被害者から迫害者に転じることによって生の不安から逃れようとしていた。2 1 9 3 5年に書かれ





1 5年余の空白で彼の名はほとんど忘れられていた。続いて5 3年に『温室』（Das Treibhaus），5 4
年に『ローマの死』（Der Tod in Rom）が同じ出版社から出版された。これらの作品は復興期の
西ドイツのアクチュアルな問題を題材とした３部作を構成するものであったが，戦前の作品同
様，批評家の間では一定の評価を得たものの，はかばかしい売れ行きではなかった。ダグマ
ー・バルノゥヴによると，『草むらの中の鳩』が，6 5 0 0部（この時期の数字としては低いもの
ではなかったが，5 6年と6 6年に出たペーパーバック版の売れ行きはよくなかった），『温室』は



















2 Wolfdietrich. Rasch: Wolfgang Koeppen. In: Benno von Wiese (Hrsg), Deutsche Literatur der Gegenwart. S.211
3 39年に『義務』（Die Pflicht）というタイトルで再版された。
4 『二つの戦後』270ページ。
5 エリーザベト・エンドレース/神崎巌，中野京子，守山晃訳『アデナウアー時代の文学』（原題：D i e

















































































13 David Roberts: Nach der Apokalypse, S.21. In: Bernd Hu¨ppauf(Hrsg), “Die Muu¨he der Ebenen”, Kontinuita¨t und
Wandel in der deutschen Literatur und Gesellschaft 1945-1949.
14 ヴァルター・ヴァイトによると，「零時」は1 9 5 0年以後に言われ出したということである。 B .




1 9 4 5年はドイツ社会史上の大きな変動期であり，荒廃の下に解放，新しい出発という見方ない
しは希望が存在した。しかし，それはせいぜい1 9 4 9年までで，その時には新しい出発点の可能
性は終わったと見られ， 15 その後の「復興」には様々な前時代の要素も含まれている。
政治学者のユルゲン・コッカはドイツの歴史的非連続として，領土の分断，ユンカーの消滅，
































15 D. Roberts: ibid. S.22.
16 ユルゲン・コッカ「連続と非連続－日本と比較した一九四五年の断絶」，山口定/ユルゲン・コッカ
『歴史とアイデンティティ－日本とドイツにとっての一九四五年』（1993）47～60ページ。




６．1 9 1 4年から1 9 4 5年にかけて，文学は市民時代の危機に対応してきたが，戦後文学で
は革命的希望も没落の予言も重要ではなく，従って，亡命文学は一つの終わりであっ
て，新たな始まりではないこと
７．1 9 4 5年以前のドイツ市民社会の構成要素はナチスの「一元化」によって除去されてい
たこともあり，戦後復興はおよそ復興ではなく，新たな産業社会が出現したこと
が挙げられている。




このように連続－非連続という観点から見てくると，西ドイツにおいて1 9 4 5年は『叫び』の
ような精神的に新しい門出（W .リヒターは精神的再生の唯一の可能性はラディカルに一から
やり直すことの中にあると主張した。2 0）の意味よりも，一つの時代が終わった意味が強く，



















21 紹介記事は原田義人『ドイツの戦後文学』（1 9 5 4）第２章「1 9 5 3年の報告」中，「戦後の精神風景」
という項目の中で『草むらの中の鳩』に関する1 1行の記述がある。これは最も早い紹介の一つと見ら
れる。早崎守俊『負の文学－ドイツ戦後文学の系譜』（1 9 7 2）では，ケッペンの名前と『草むらの中
の鳩』の作品名があげられているだけである。論文に関しては，独文学会誌『ドイツ文学』巻末の寄
贈文献リストに掲載されたケッペン関係の論文は，1 9 6 9年以降で1 3点にすぎない。その内1 2点は8 5
年から8 7年の３年間に集中していて，筆者は６名であった。作品論は『草むらの中の鳩』に関する論
文が２点，『ローマの死』に関するものが２点，『青春』に関するものが６点であった。







































にいた，4 5，4 6，4 7年はひどい年だったとも書かれている。（4 8）なお，作品の執筆自体は第２版
（1956）の序文で通貨改革（1948.6）のすぐあとと述べている。
25 Wolfdietrich Rasch: ibid. S.216但し，未来がない人々かどうかは断定できない。




























































































































































































































































































































使用テキスト “Tauben im Gras”. In: Wolfgang Koeppen Gesammelte Werke 2. Frankfurt am Main 1986.
絶望と希望と－一つの時代の証言：ヴォルフガング・ケッペン『草むらの中の鳩』の風景－
113
──────────────
33 ibid. S.108f.
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